
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
聴覚の機能と頭頸部癌の再建、耳疾患

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

副鼻腔、喉頭、咽頭他について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
副鼻腔、喉頭、咽頭他

2021

専門基礎分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

テキストを読み予習をする。授業のまとめを行い復習をする。

出席状況、筆記試験で総合的に評価する

第
4
回

使用教材

テキスト
ＡＶ機器

授業以外での準備学習
の具体的な内容

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
5
回

第
2
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
3
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

内　　　容

眼の構造と機能について説明できる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

聴覚の機能と頭頸部癌の再建、耳疾患について説明できる。

科  目  名

看護学科

病態と治療Ⅳ（感覚器・生殖器）

科　目　区　分

系統看護学講座　眼科　医学書院　　系統看護学講座　　専門分野　耳鼻咽喉　　医学書院
系統看護学講座　　専門分野　皮膚　　医学書院
系統看護学講座　　専門分野　歯・口腔　　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　女性生殖器　　医学書院

健康問題を抱える患者の看護を展開するには疾患の理解が不可欠である。人間の各臓器に身体的・精神的な障害がおこった場合に、その
患者がいかなる状態におかれているかを理解し、そのときの患者のニードを満たすために看護の役割について系統にそって学習する。ここ
では既習の生体機能学と連動させ、外部・内部環境からの防御機能や免疫機能障害と生体発生と老化について（皮膚・アレルギー・膠原
病・感覚器・生殖器）疾患の成因と病態生理、検査・治療について学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

視聴覚室・講堂2年次 教室名

担 当 教 員

谷戸正樹
森田　栄伸
波多野　渚
松田 悠平

実務経験と
その関連資格

島根大学医学部付属病院眼科に医師として勤務
島根大学医学部付属病院皮膚科に医師として勤務
島根大学医学部付属病院産婦人科に医師として勤務
島根大学医学部付属病院歯科口腔外科に医師として勤務

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

眼科学総論：眼の構造と機能

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

検査と機能障害、眼科検査機器について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
前眼部と眼科診断機能：検査と機能障害、眼科検査機器、

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

部位別の疾患、眼腫瘍、眼と全身疾患について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
眼科学各論：部位別の疾患、眼腫瘍、眼と全身疾患



第
14
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
12
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
13
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

口腔がんの治療、口腔ケアについて説明できる。

第
10
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
11
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

歯科疾患の診断について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
歯科疾患の診断

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

口腔内疾患の病態と治療：腫瘍(良性・悪性）について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
口腔内疾患の病態と治療：腫瘍(良性・悪性）

第
8
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
9
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

皮疹の見方について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
皮疹の見方

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

褥瘡と皮膚腫瘍　(良性、悪性)について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
褥瘡と皮膚腫瘍　(良性、悪性)

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

皮膚科一般

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

テキスト
ＡＶ機器

テキストを読み予習をする。
授業のまとめを行い復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

皮膚科一般についてまとめることできる。

各コマに
おける

授業予定

テキスト
ＡＶ機器

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

めまい、唾液腺、口腔、咽頭、喉頭、甲状腺について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
めまい、唾液腺、口腔、咽頭、喉頭、甲状腺

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性生殖器疾患について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
女性生殖器疾患の理解２

各コマに
おける

授業予定
口腔がんの治療、口腔ケア

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性生殖器、解剖について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
女性生殖器、解剖

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性生殖器疾患について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
女性生殖器疾患の理解１


